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１. 本授業の位置

共生社会教育講座では, 本実習 (実習Ⅳ) を前にした

３年前期に, 歴史分野・地理分野・公民分野という３種

の教科内容構成研究の授業を並行して受講するようにカ

リキュラムを組んでいる｡ その内のひとつ ｢教科内容構

成研究 (公民分野)｣ は, ２名の教員で７～８時間ずつ

を分担し, 政治学的内容については2009年度までは中川

政樹 (現島根大学名誉教授), 2010年度からは松元雅和,

社会学的内容については2008年度から諸岡了介が授業を

担当してきた｡ 以下本稿では, 両者のうち, 社会学的内

容に関する授業実践を中心に報告を行う｡

２. 本授業の目的

共生社会教育講座における ｢教科内容構成研究｣ の目

的は, 社会科諸専門分野の特性を活かした教材作成の能

力を培ってもらうことにあり, 社会学的内容については,

社会史・生活史の方法を活かした教材作成能力の涵養を

目ざしている｡

より具体的には次のような目標を掲げている｡ (１)

自分自身の手でひとつのテーマについて調べ, それを分

かりやすくまとめるという作業について, その基礎的な

技術や具体的な感覚をつかんでもらうこと｡ (２) いま

の私たちの生活が歴史上どのような位置にあるのか, 現

代日本社会に関する歴史感覚を養ってもらうこと｡

中等教育において公民的分野がもつ特徴のひとつに,

教員が教材を ｢自前で調達する｣ 必要が大きいという点

を挙げることができよう｡ その背景には, 教科書の記述

を説明する上で, たえずその記述と日常の社会生活との

接点を示すことが求められるという事情や, 社会状況の

変動に応じて教科書の記述自体が書き換えられる度合い

が大きいという条件がある｡

また, 現行の中学校学習指導要領には, ｢各分野の目

標及び内容｣ の項目に先立つ社会科全体の ｢目標｣ とし

て, ｢広い視野に立って, 社会に対する関心を高め, 諸
､

資料に基づいて多面的・多角的に考察し
､ ､ ､ ､ ､ ､ ､ ､ ､ ､ ､ ､ ､ ､ ､ ､ ､ ､

, 我が国の国土

と歴史に対する理解と愛情を深め, 公民としての基礎的

教養を培い, 国際社会に生きる民主的, 平和的な国家・

社会の形成者として必要な公民的資質の基礎を養う｣ と

いう文言が見えている (傍点執筆者)｡ すなわち, 公民

的分野は, 社会科の専門分野のひとつであるにとどまら

ず, 社会科において養うべき教養や資質一般に関わるも

のと位置づけられていると言えよう｡

本授業において, 個別の専門知識の獲得以上に, ｢自

分自身の手で調べ, まとめる技術と感覚｣ を得ることを

目標として重視するのは, こうした公民的分野の特徴に

照らしてのことである｡ この目標を達成するためには,

｢どこかに既に定められた正解が存在しており, それを

探り当てる｣ という発想から離れることが必要である｡

そのため本授業の教材制作実践は, 現存の教科書との直

接的な対応にこだわらず, 受講生にはむしろそこからいっ

たん離れた上で発想や作業をしてもらうように設計を行っ

ている｡

３. 2008年度の実践とその反省点

執筆者にとって本学赴任1年目にあたった2008年度は,

本授業の受講生に, 各自が選んだテーマにつきその歴史

的変遷を教材としてまとめ, 最終回に発表を行うことを

求めた｡

選択するテーマは, 以下の2つの条件を満たすものと

した｡ (１) 物, 施設, 制度, 観念などのうち, 私たち

の生活に関係の深いもの｡ (２) 現代にあって以前には

なかったもの, 逆に以前にはあったが現代ではなくなっ

てしまったもの, あるいは現代では大きく変化したもの｡

この年, 受講生が実際に選択したテーマは, ふすま, お

笑い, お好み焼き, 結婚式, 国立大学といったものであっ

た｡ また, 最終段階で発表に用いる説明資料は (１) 文

章によるレジュメ, (２) 簡単な年表, (３) 文献表とい

う形になるよう指示を出し, 指導を行った｡

手探りであたったこの年度の取り組みからは, 授業の

進め方に次のような課題が明らかになった｡ すなわち,

受講生がまったく自由に各自でテーマを設定し, 調べも

のを進めるやりかたを取ったことから, 扱う時代の範囲

や資料収集の手法が相互に異なるものとなった｡ そのた

め, 受講生それぞれに対する個別的指導に多くの時間を

割かざるを得ず, 授業時間の配分や効率について反省を

残す結果となったのである｡
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４. 2009年度以降の実践における改良点

2009年度からは, 上述のような前年度の反省を踏まえ,

引き続き受講者各自がテーマを選択する一方で, 共通の

枠組みとして対象とする時期を特定する方式に改良を図っ

た｡ 対象時期は初回の授業における協議で決定し, 2009

年度は ｢1964年８月周辺｣, 2010年度は ｢1978年４～７

月周辺｣, 2011年度は ｢1964年４月周辺｣ とした｡ テー

マ選択について (１) 私たちの生活との関連, (２) 現

在との比較という二つの条件を意識してもらう点には変

更はない｡

共通の対象時期を設定することの利点としては, 資料

収集の方法について体系的な指導が可能になることのほ

か, 受講生それぞれが調べてきた知識を全体で共有し,

相互に参照することができるという点が挙げられる｡ 中

長期的には, そうして1964年なら1964年というひとつの

時期についてその時代状況や雰囲気に ｢なじみ｣ を持つ

ことにより, その時期を立脚点にして次第に関心や知識

を拡げてゆくことや, 現代の社会状況を相対化して捉え

る視点を培っていくことも期待している｡

現在のところ設定時期については, もっぱら入手資料

の質的・量的制約から, 第二次大戦後の時期に限定して

いる｡ また, 2010年度の ｢1978年｣ という設定は, 現代

の社会状況との比較を進めるには時代的に近すぎたきら

いがあり, 高度成長期より以前の時期の方が適切である

ことも判ってきた｡

2009年度から加えたもう一点の大きな変更は, 最終発

表をパワーポイント (ＰＰＴ) での発表という形式に改

めたことである｡ ＰＰＴの利用には利点と欠点の双方が

あるが, ＰＰＴでのプレゼンテーション技術の習得につ

いて学生側のニーズが高いことと, ｢伝え方に配慮する｣

という意識を持ちやすいことを考慮して, この形式を採

ることとした｡

５. 授業の進め方

2009年度以降における授業の基本的な進め方は, 以下

のようになっている｡

【第一回】趣旨説明／対象時期の設定／各自, 最初のテー

マ設定／図書館にある基本資料の紹介

【第二回】発表① テーマの概要について発表／テーマ

の絞り込み

【第三回】電子リソースについての解説

【第四回】発表② 資料紹介と解説 Ａ班 (１人15分程度)

【第五回】発表② 資料紹介と解説 Ｂ班 (１人15分程度)

【第六回】ＰＰＴ使用法の解説／資料作成に関する解説

【第七回】発表③ ＰＰＴによる発表 (１人７分程度)

上図 ｢授業における作業の流れ｣ の通り, 受講生には

計３度の発表を求めている｡ 発表①では, 最初の授業内

で決めてもらった教育・経済・メディアといった大まか

なテーマに関し, その概況や基本的データを発表しても

らう｡ この発表①を通し, 教員がアドバイスを行いなが

ら, 最終的な発表に対して適切な大きさと思われる, よ

り具体的なトピックへとテーマを絞り込む｡

各年度において受講生が選んだテーマは以下の通りで

ある｡ 矢印の前は最初に決めた広いテーマであり, 矢印

の後ろは絞り込みを経て, ＰＰＴで発表を行った最終テー

マである｡

[2009年度・設定時期1964年] マンガ→ＴＶアニメ／

犯罪→犯罪事件／スポーツ→東京オリンピック／家族・

住宅→家電広告／医療→トイレ／遊び→メンコ／経済・

流通→デートスポット／食事→アイスクリーム／教育・

子ども→島根大学／音楽→流行歌

[2010年度・設定時期1978年] おもちゃ→おもちゃ／

犯罪→少年犯罪／学校→受験／車→恋愛観と結婚観／テ

レビ番組→テレビ番組／芸能→ピンクレディーブーム／

映画→宇宙戦艦ヤマトブーム／本→進学と就職／ファッ

ション→ジーンズなど／音楽→アイドルブーム
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[2011年度・設定時期1964年] 宗教→戦没者慰霊／交

通→新幹線／流行語→鍵っ子／食生活→給食／ファッショ

ン→みゆき族／医療→輸血／生活用品→炊飯器／言葉→

テレビ／スポーツ→パラリンピック／国際交流→日米交

流／学校→受験生／経済→住宅事情／メディア→レコー

ド

続く発表②では, 授業内で紹介したリソースを中心に,

絞り込んだテーマにつきできるだけ多くの資料を収集し,

紹介するよう指示している｡ 発表時間も１人15分程度と,

多めに確保している｡

発表②では資料紹介が主であるのに対し, 最後の発表

③では, ＰＰＴを用いて, まとめや伝達の方法に配慮し

た発表を行ってもらう｡ この段階で出している指示は次

のとおりである｡ (１) 規定の発表時間を厳守すること

(１人７分程度)｡ したがってスライドは15～20枚程度と

なる｡ (２) 写真と, 自分で制作した表・グラフを必ず

加えること｡ 適宜, 音声・映像資料の使用も可 (その場

合, 発表の持ち時間は調整)｡ (３) 自分なりの考察やま

とめを入れること｡ (４) 参考文献・情報源のリストを

示すこと｡

なお参考に, 実際に受講生が作成したスライドの例を

次頁に掲げておいた｡

６. 授業設計上の工夫

①～③と発表を三段階に分けているのは, 手広く資料

を集めアイディアを広げる作業段階と, それを分かりや

すく構成し直しまとめる作業段階の違いを明確に意識し,

それぞれの段階に応じた発想と技術を用いることが教材

作成上重要と考えるからである｡ 特に, ペーパーテスト

的な課題の発想になじんできた学生は両者の使い分けを

苦手とするため, この点を強調した課題や指導が必要だ

と思われる｡

最終的なＰＰＴでの発表③の際には, 本授業を分担し

ている政治学担当教員の他, 2009年は林正久教授, 2010

年は槇原茂教授, 2011年は山�裕二特任教授にコメンテー

ターとして参加を依頼した｡ それは, 対象とした設定時

期の時代を現在の受講生に近い年齢で実際に過ごした方々

から, 受講生の発表に対し ｢リアルな｣ コメントをして

いただくことが, 資料から得られた情報の受けとめ方を

深めるきっかけになるという思惑があるからである｡ ま

た, 発表やそれに向けた教材作成の技能は, 具体的な相

手の顔を念頭に置いた上で訓練するのでなければなかな

か身につかないという見通しも理由のひとつである｡ 発

表時に, 受講生と授業担当教員以外の第三者的なオーディ

エンスが参加することは, 良い意味での緊張感を保つ上

でも効果があるように思われる｡

７. 政治学的内容について

以上が ｢教科内容構成研究 (公民分野)｣ の前半にあ

たる, 社会学的内容に関する授業である｡ 後半の政治学

的内容に関してもごく簡単にだけ紹介をしておくと,

2008～2009年度は, 教科書の単元ごとに担当学生が報告

を行い, 全体で質疑応答をする形式のものであった｡

2010～11年度は, 社会学的内容のそれに対応して, ＰＰ

Ｔでの発表へ資料をまとめる形式を採った｡ テーマ選択

は, 直近の国政選挙のマニフェストから, 社会福祉・安

全保障などの論点をピックアップして行ってもらう｡

この４年間に教員の交代が相次いだこともあり, これ

までは基本的に２人の教員が授業を前半部と後半部に２

分割して担当してきた｡ しかし前半部と後半部の噛みあ

わせ方については, まだ改良の余地があると考えている｡

さらに, 共生社会教育講座の教科内容構成研究全体につ

いて言えば, この授業枠のカリキュラム上の位置を考え

ながら, 歴史・地理・公民という三分野の効果的な連携

について今後も検討を進めていく必要がある｡

８. 教科内容構成研究授業としての課題

一般に教科内容構成研究授業では, 専門的内容の教授

と教材作成指導との間のギャップが問題になることが多

い｡ しかしながら, 本授業の現状に関して言えば, その

種のギャップやジレンマを強く感じる場面はあまりない｡

その理由のひとつに挙げられるのは, 必ずしも特定の

知識を前提とせず, 物事を捉える視角や姿勢に専門性を

求める, 公民や社会学という分野の性質である｡ ここか

ら推測するに, 内容構成研究授業を実践する上で現れる

問題は, 分野ごと・教科ごとに大きく異なってくるもの

と思われる｡

次に指摘されるのは, 本授業の主要な内容が, 資料収

集やプレゼンテーション構成の技法など, 教材研究と専

門的内容に共通して求められる基礎段階のものであるた

め, 結果として両者のギャップを感じずに済んでいると

いう事情である｡ もしもっと早い段階で, こうした基礎

段階の知識と技能を保証する充分な機会が確保できれば,

本授業にはより高度な内容を盛り込むことも可能である｡

このことは, 学部や講座全体のカリキュラムのバラン

スに関わる話となる｡ 共生社会教育講座のそれから言え

ば, 現在の ｢教科内容構成研究｣ という授業枠は, 基礎

的な知識・技能の養成について対症療法的な内容にとど

まるものだとも, あるいはより積極的に, 対症療法とし

て有効に働いている貴重な機会であるとも捉えられる｡

個人的な改善の試みとして, 1年生対象の講義 ｢社会学

基礎｣ を2010年より新規開講したが, 現段階ではまだそ

の効果のほどは詳らかではない｡ 今後, 学生の成長のよ

うすを確かめながら, 授業改善へ向けた努力の継続を期

する次第である｡
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2011年度受講生が作成したスライドの例 (それぞれ一部)




